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大
塚
地
区
は
、
八
丁
畷
を
起

点
と
す
る
国
道
一
七
〇
号
線

（
大
阪
外
環
状
線
と
も
言
う
）

を
南
に
走
り
、
枚
方
大
橋
の
手

前
の
ま
ち
で
す
。 

淀
川
が
ま
ち
の
東
側
に
沿
っ

て
穏
や
か
に
流
れ
、
沿
岸
の
田

畑
を
潤
し
、
ま
た
私
た
ち
に
貴

重
な
水
を
も
た
ら
し
て
く
れ
て

い
ま
す
。 

 

淀
川
三
十
石
船
船
唄
は
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
、

京
都
・大
坂
間
の
重
要
な
交
通
・

運
輸
方
法
と
し
て
活
躍
し
た
淀

川
三
十
石
船
の
船
頭
衆
に
よ
っ

て
唄
わ
れ
た
全
国
で
も
少
な
い

船
唄
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

大
塚
地
区
で
は
明
治
時
代
に

な
っ
て
、
川
下
り
や
遊
覧
船
の

船
頭
に
従
事
す
る
方
が
現
れ
、

三
十
石
船
船
唄
を
伝
承
し
て
き

た
。 

「淀
川
三
十
石
船
船
唄
大

塚
保
存
会
」
が
結
成
さ
れ
、
昭

和
６０
年
に
高
槻
市
無
形
民
俗

文
化
財
の
指
定
を
受
け
、
平
成

１４
年
に
大
阪
府
の
無
形
民
俗

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

１
．
大
塚
地
区
の
開
発 

 

大
塚
・番
田
地
区
、
つ
ま
り
辻

子
水
路
か
ら
南
の
開
発
は
十
四

世
紀
後
半
に
な
っ
て
か
ら
と
い

わ
れ
て
い
る
。 

 

開
発
は
国
家
的
事
業
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
て
、
中
世
の
末

期
に
こ
の
地
で
権
力
を
持
っ
て
い

た
三
好
長
慶
や
、
後
の
高
山
右

近
の
名
前
が
地
元
の
歴
史
の
な

か
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。 

２
．
大
塚
伝
説
（王
塚
→
大
塚
） 

 

九
世
紀
、
清
和
天
皇
が
、
国
々

を
廻
る
旅
の
途
中
、
こ
の
地
の

「松
ヶ
崎
」で
休
息
を
取
り
や
が

て
傍
ら
の
松
の
木
に
冠
を
掛
け

た
ま
ま
帰
っ
て
し
ま
っ
た
。 

気

付
い
た
村
人
は
そ
の
王
冠
を
埋

め
て
封
土
を
築
き
、
「王
塚
」と

名
付
け
た
。 

 

清
和
院
薨
去
後
、
そ
こ
に
社

殿
を
設
け
て
清
和
天
皇
の
御
霊

を
祀
っ
た
と
い
う
。
以
来
こ
の
地

を
「大
塚
」と
呼
ん
だ
と
い
わ
れ

る
。 

   

ロ
ー
ズ
マ
リ
ー 

平
成
５
年
１２
月
開
設
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
デ
イ
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
・在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
・訪
問
看
護
・ヘル
パ
ー
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
隣
地
に
は
老
人
ホ

ー
ム
・ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
な
ど
福

祉
と
医
療
の
融
合
す
る
施
設
。 

実
際
の
介
護
の
フ
ロ
ア
ー
を
見

さ
せ
て
頂
き
、
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

ク
の
役
割
や
実
際
に
手
で
触
ら

せ
て
頂
い
た
。 

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
９
人

が
実
生
活
し
て
お
ら
れ
る
の
を

見
聞
さ

せ
て
頂

き
、 

在

宅
型
有

料
老
人

ホ
ー
ム

（
コ
ッ
ト

ン
ク
ラ

ブ
）で
は
、
室
内
を
見
せ
て
頂
い

た
。 核

家
族
で
高
齢
化
に
な
れ
ば

老
人
介
護
の
問
題
は
重
要
で
身

近
な
問
題
で
す
。 

 

大 

塚 

神 

社 

 

三
字
（
大
塚
、
大
塚
町
、
番

田
）の
鎮
守
社
。 

 

建
武
二
（１
３
３
５
）年
こ
の
地

に
大
洪
水
の
あ
っ
た
時
、
「高
皇

産
霊
神
」（た
か
み
む
す
び
の
か

み
）、
「神
皇
産
霊
神
」（か
み
む

す
び
の
か
み
）の
二
柱
の
木
像

が
流
れ
着
き
こ
れ
を
僧 

恵
慶

（け
い
ぎ
ょ
う
）が
奉
じ
て
社
を

築
い
て
こ
の
地
に
祀
っ
た
。
こ
れ

が
大
塚
神
社
の
創
建
と
い
わ
れ 

創
建
し
た
最
初
の
場
所
は
も
っ

と
堤
防
に
近
い
所
で
あ
っ
た
。 

「大
塚
切
れ
」の
大
洪
水
で
は
灯

篭
と
本
殿
が
残
っ
た
と
い
う
。   

 

こ
の
神
殿
を
見
る
と
創
建

時
の
華
や
か
さ
が
偲
ば
れ
る
。 

善
立
寺
（ぜ
ん
り
ゅ
う
じ
）  

 
 
 
 
 

西
應
寺
（さ
い
お
う
じ
） 

西
證
寺
（さ
い
し
ょ
う
じ
） 

大
塚
庄
は
、
文
明
１５
年
（１

４
９
３
）蓮
如
上
人
が
旅
の
途
中
、

河
内
の
出
口
村
（現
枚
方
市
）か

ら
淀
川
を
唐
崎
へ渡
り
、
大
塚

ま
で
足
を
の
ば
し
た
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
る
。
す
で
に
こ
の

地
に
浄
土
真
宗
の
道
場
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。 

 

蓮
如
上
人
布
教
以
来
、
戦
国

時
代
に
は
「大
塚
衆
」と
い
わ
れ

た
門
徒
組
織
も
あ
っ
た
。 

  

現
在
大
塚
地
区
に
は
、
４
ケ

寺
の
う
ち
、
３
ケ
寺
ま
で
が
浄

土
真
宗
で
、
１
ケ
寺
は
浄
土
宗

と
い
う
の
も
、
こ
の
地
域
の
宗

教
的
伝
統
を
物
語
っ
て
い
る
。 

  

洪
水
記
念
碑 

  

大
冠
の
人
々
を
は
じ
め
「大

塚
切
れ
」
の
修
復
に
関
わ
っ
た

人
々
の
水
と
の
闘
い
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト
と
し
て
、
昭
和
六
年
に
竣

工
・除
幕
さ
れ
た
。 

 

「大
塚
切
れ
」は
、
大
正
６
年

９
月
２８
日
、
雨
台
風
に
よ
る
猛

烈
な
豪
雨
が
降
り
続
き
、
10

月
１
日
大
塚
堤
防
の
四
五
〇
ｍ

を
超
え
る
決
壊
と
番
田
地
域
の

堤
防
が
決
壊
し
て
、
そ
の
濁
流

が
大
冠
村
を
水
没
さ
せ
、
高
槻

駅
以
南
が
軒
下
ま
で
浸
水
し
た

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

堤
防
の
修
復
は
１０
月
６
日
か

ら
着
工
さ
れ
、
１０
月
２６
日
に

は
再
び
淀
川
の
増
水
で
完
成
間

近
の
堤
防
が
流
失
す
る
被
害
が

出
た
り
し
た
が
、
翌
年
４
月
に

当
面
の
堤
防
改
修
工
事
は
完
成

し
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

引
き
続
い
て
昭
和
８
年
に
淀

川
の
低
水
工
事
、
昭
和
１４
年

か
ら
は
淀
川
治
水
工
事
が
行
わ

れ
、
と
り
わ
け
一
三
五
〇
ｍ
に

亘
っ
て
堤
防
を
引
っ
張
っ
て
動
か

す
と
い
う
「大
塚
引
提
工
事
」に

よ
っ
て
、
内
陸
部
へ約
百
ｍ
の
堤

防
移
転
を
行
っ
た
。 

洪
水
記

念
碑
は
、
大
塚
の
人
々
と
水
と

の
闘
い
の
記
念
碑
で
、
枚
方
大

橋
東
側
、
大
塚
３
丁
目
地
内
の

堤
防
の
中
腹
に
そ
の
偉
容
を
止

め
て
い
る
。 

堤
防
の
中
腹
に
記
念
碑
が
あ
る

の
は
、
そ

の
後
堤
防

が
か
さ
上

げ

さ

れ

た
の
で
は

な
い
で
し

ょ
う
か
。  

Ｍ
・Ｓ 

 


各
関
係
先
で
は
、
ご
多
忙

中
丁
寧
に
ご
説
明
や
お
も
て

な
し
を
頂
き
、
有
り
難
う
御
座

い
ま
し
た
。  

 

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 

大
塚
地
区 

 

淀
川
の
偉
大
さ
大
切
さ
と
介
護
を
考
え
る 

大
塚
地
区 

：

長
岡
京
市 

 

 

 

８月度行事予定 
“幻から現の都・ロマンを尋ねる：長岡京市”  

月   日：平成１９年８月２３日（第４木曜）  
集合場所：JR長岡京駅 東口広場 １２：３０集合 
順  路：JR長岡京駅→神足遺跡→土塁・空堀→神足神社→勝竜 
寺城公園→勝龍寺→中山修一記念館→サントリービール工場見 
学→バスで阪急長岡京駅   (ガイドをお願いしています) 

 

９月度行事予定 
“淀川を知り・京街道の宿場町を散策：枚方市” 

月  日：平成１９年９月２０日（木）  
集合場所：阪急高槻駅京阪バス枚方行乗り場 12：45出発 
順  路：枚方公園口下車→郵便屋渡しの碑→鍵屋資料館 → 
 船番所跡→浄念寺→本陣跡→淀川資料館→枚方市駅バス停 

 枚方観光ボランティアガイドの方に案内して頂く予定です 
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